
（5.1現在）

クラブ

人

人

クラブ （H26～H30年度）

人 （H26～H30年度）

（6.1現在）

箇所

人

箇所

● 児童クラブの受け入れ学年の拡大

・ 対象学年を小学3年生から小学6年生までに拡大（H27年度～）

・ 全46校区中

　 6年生までの受け入れ校区 校区

4年生までの受け入れ校区 校区

3年生までの受け入れ校区 校区

● 味生子ども・子育て施設を開所（H29.4）

・ 味生小学校の余裕教室を活用し、味生保育園と児童クラブを拡充

・ 地域子育て支援センターを併設

● 余土子ども・子育て施設を開所（H29.7）

・ 余土中学校の旧校舎を活用し、余土保育園と児童クラブを集約

・ 新たに子ども総合相談センター事務所を整備

● 児童クラブ支援員の処遇改善（H30年度～）

・ 「放課後児童支援員キャリアアップ手当」を創設

1

H30年度

3

2,411

放課後子ども教室数

2,580

児童クラブ味生子ども・子育て施設

2,459 2,064

33 33

24児童クラブと一体型の教室数 9 12 22 23

登録児童数 2,370

3432

実

績

登録児童数

H26年度

29

放課後児童クラブ数

支援員等数 447

64

3,536

放課後児童クラブ増設数

受入拡大数

1 「子育て・教育」で幸せ実感 1

幼稚園・保育園の一元化や児童クラブの整備などを行う

ほか、市独自の取り組みを積極的に進め、入園できない

児童ゼロを目指します。

取

組

放課後児童対策の推進

担

当

子育て支援課、

地域学習振興課

H29年度 H30年度

H29年度

42

H28年度

105

5,255

772595 672

102

4,968

H30年度

98

4,726

524

H26年度 H27年度

H28年度H27年度

83

4,099

41

1,719

1



（4.1現在）

施設

人

人

人

人

施設 （H26～H30年度）

人 （H26～H30年度）

●

● 既存の幼稚園、保育所等から認定こども園への移行促進

・ 認定こども園への移行を希望する園に対し施設整備費を補助

施設

● 地域型保育事業の実施（0～2歳児を対象）（H27年度～）

地域型保育施設数 施設

《小規模保育》　施設数：25施設（H30年度）

・ 施設改修費等の補助を開始（H27年度～）

・ 新築等による整備補助を追加（H28年度～）

《事業所内保育》　施設数：8施設（H30年度）

● 企業主導型保育事業の促進（H28年度～）

企業主導型保育施設数 施設

● 預かり保育の実施

・ 市立幼稚園での預かり保育を開始

三津浜（H27年度～）、石井（H28年度～）、荏原（H29年度～）

●

● 待機児童対策・保育の質向上事業の実施（H30年度～）

・ 基準を満たした上で、1・2歳児を定員を超えて受け入れている施設への助成

・ 年度途中に育児休業から復職する方に入所予約制を導入し、施設への助成

・ 配置基準以上の保育士等を配置している施設への助成

保育施設の拡大数 56

保育定員の拡大数 1,891

実

績

6,889

6,694

「子ども・子育て支援新制度」の施行に向けて、「松山市子ども・子育て支援事業計画」を

策定（H27.3）し、同計画の中間見直しを実施（H30.3）

H30年度

認定こども園数

H29年度

25

6,114

10 20

H27年度

1 1

取

組

幼稚園・保育園の一元化や児童クラブの整備などを行う

ほか、市独自の取り組みを積極的に進め、入園できない

児童ゼロを目指します。

「子育て・教育」で幸せ実感

担

当

保育・幼稚園課待機児童対策の推進

H28年度

99

待機児童数

H26年度

入所待ち児童数

保育施設

保育定員

入所児童数

83

7,275

6,884

H27年度

211

94

66

6,195 8,086

7,431

H29年度 H30年度

122109

7,637

7,142

224

36

224

0

250

95

182

88

私立幼稚園（新制度に移行していない園）の就園奨励費補助対象に満3歳児を追加（H30

年度～）

H30年度

29

H26年度

30

H28年度

38

33

H30年度

2



● 子ども医療費助成の拡充

・ 入院費に対する助成対象年齢を中学3年生まで拡大（H27.4～）

● ひとり親家庭医療費助成の拡充

・ 母子家庭だけでなく、父子家庭にも対象を拡大（H27.7～）

● 「第2期松山市ひとり親家庭自立促進計画」を策定（H28.3）

● 低所得者世帯等を対象に、放課後児童クラブの利用料を減免（H28年度～）

● 第2子以降出生児に紙おむつ購入補助（松山市愛顔っ子応援券交付）を実施（H29年度～）

愛顔っ子応援券

交付件数（累計） 件

交付額（累計） 円

● 北条児童センターの開設（H28.7）　※市内8箇所目の児童館

・ 北条文化の森の保健センター北条分室を改修し、複合施設として整備

・ 遊戯室や授乳室、体育室、音楽室、スリー・オン・スリーバスケット専用コートなどを設置

・ 開館時間を午前9時から午後9時までとし、幅広い年代の子どもが利用可能

・ 来館者10万人達成（H30.6）　

北条児童センター

利用者数 人

取

組

児童館の増設

担

当

H29年度 H30.11末

実

績

子育て支援課

北条児童センター

H28年度

39,347 49,077 38,350

1 「子育て・教育」で幸せ実感 2

子どもの医療費が無料になる年齢の引上げや母子・父子

家庭の医療費の無料化を充実させ、子育て世帯の経済

負担を軽減するため、中学３年生までの入院費の無料化

を実現します。

取

組

子育て世帯の経済負担の軽減

担

当

子育て支援課

1 「子育て・教育」で幸せ実感

実

績

3,622

83,910,000

3

児童館の増設やアスレチック広場の整備、総合コミュニ

ティセンターこども館や野外活動センターの魅力アップな

ど、子どもたちの遊び場を充実します。

H30.11末

3



● 「波妻の鼻　わくわくランド」を開園（H29.7）　※愛称は公募により決定

・ 旧北条スポーツセンター跡地にレクリエーション広場を整備

・ 展望広場や芝生広場、アスレチック遊具、散歩道などを配備

● 子育てひろば「Toi　Toi　Toi」を開設（H29.11）

・

・

子育てひろば「Toi Toi Toi」

利用者数 人

こども館・コスモシアター

利用者数 人

● 野外活動センターの魅力アップ

・

野外活動センター

利用者数 人

※H30.7月豪雨により全面閉鎖、H30.12.20から一部再開

子育てひろば「Toi Toi Toi」

野外活動センターの魅力アップ

担

当

スポーティングシティ推進課

200,259 220,106 193,025 189,590 60,941

H26年度 H28年度 H29年度 H30.6末H27年度

H26年度 H28年度

実

績

波妻の鼻　わくわくランド

「笑顔のまつやまわがまち工房」で、市民メンバーとワークショップ（共同研究）を実施

し、報告会（H28.11）での市長への提言から実現

わがまち工房で提言した、一部の市民メンバーが参加し市民協働の運営組織として「こ

ども館クラブ」を設置し、親子で楽しめる体験型イベントを開催（H29.8～）

多目的グラウンドに、トレーニング室やロッカー室、ミーティング用の会議室などを備え

た管理棟を建設し、供用を開始（H29.4）

14,364 35,406

H29年度 H30.11末

実

績

取

組

総合コミュニティセンターこども館の魅力

アップ

担

当

スポーティングシティ推進課、

子育て支援課

実

績

取

組

1 「子育て・教育」で幸せ実感 3

児童館の増設やアスレチック広場の整備、総合コミュニ

ティセンターこども館や野外活動センターの魅力アップな

ど、子どもたちの遊び場を充実します。

取

組

アスレチック広場の整備

担

当

スポーティングシティ推進課、

公園緑地課

H29年度 H30.11末H27年度

143,822 154,460 163,949 170,367 110,580

4



● 園庭・運動場の芝生化

・ 河野小学校グラウンドへ芝生を植え付け（H28.6）

《実施箇所数》　※H30.11末

保育所：8園、幼稚園：5園（全市立幼稚園）、小学校：3校、中学校：1校

その他（地域交流センター）：1箇所

● エアコンの整備

《幼稚園》

・ 全市立幼稚園5園で整備完了（H29年度）

《小・中学校》

・ 全市立小学校54校・中学校29校で整備（H30年度） ※H31.2完了

● 洋式トイレの整備

・ 学校校舎耐震化工事に併せて洋式化を実施

％ ％

● タブレットPCの整備

・

《パソコン教室》

・

《普通教室》

・

● 学校校舎の整備

《東雲小学校》

・ 隣接する東中学校との小中連携校として整備（H28.2）

《余土中学校》

・ 地元の要望を反映した移転整備（H28.9）

《垣生小学校》

・ 児童数の増加により校舎増築（H30.9）

コンピュータをデスクトップ型からタブレット型へ入れ替え、全市立小・中学校で整備

完了（H27年度）

タブレットPC及び常設無線LANを導入し、市立小学校の約6割、全中学校で整備完

了（H30年度）

余土中学校 エアコン教室

実

績

小・中学校トイレ洋式化率 40.9 51.0

H27年度

⇒

協働的、対話的な学びを実現するため、体育の授業等での動画撮影や各授業の話し

合い活動を行うなど、情報共有ツールとして使用

H30.11末

1 「子育て・教育」で幸せ実感 4

芝生化の継続、エアコンや洋式トイレの整備、ＩＣＴ教育を

推進するためのタブレットＰＣの整備など、子どもたちの成

育・学習環境を充実します。

取

組

子どもの学習環境の充実

担

当

保育・幼稚園課、学習施設課、

教育研修センター事務所

5



● 松山市教育研修センターを開設（H28.4）

・ 松山市教育委員会と愛媛大学教育学部の連携協力に関する覚書を調印（H28.3）

・

・ 大学等と連携して、教育現場の要請に応える研修を実施

● 「ふるさと松山学」で特色ある教育の推進

・

・

● 学校現場での働き方改革の推進

・ 市立小中学校の働き方改革推進プロジェクト会議を立ち上げ（H30.2）

小学5年生から中学3年生に無償配付されたふるさと松山学

実

績

1 「子育て・教育」で幸せ実感 5

教育センターを設置して授業内容や教員のレベルアップ

を図ります。子どもたちと一緒になった「いじめ」をなくそう

とする取り組みや、官民一体の青少年健全育成を推進し

ます。

取

組

授業内容や教員のレベルアップ

担

当

教育研修センター事務所、

学校教育課

若手の育成とサポート、ミドルリーダー養成、OJTサポートや自主参加セミナーなど質の

高い研修を実施

H23年度に教職員が中心となって作成した計6巻の「ふるさと松山学先人伝」に続く新

編「語り継ぎたいふるさと松山百話Ⅳ広がる故郷の心」を作成（H30.3）

既刊本全7巻をコンパクトにまとめた新刊「広がれ！ふるさと松山の心」を作成し、市立

小学5年生から中学3年生に無償配付。市販化し学校教育の枠を超えて広く活用

（H30.10）

松山市教育研修センター

6



● 「子どもから広がるいじめ0ミーティング」を実施し、子どもたちの提案を事業化

《H27年度》

・

《H28年度》

・ 全小中学校で「いじめ０メッセージ」を作成し、横断幕を掲示

《H29年度》

・

《H30年度》

・

・ 各校オリジナルの合言葉にデザインを加えた「のぼり旗」を作成して掲示

●

● いじめ対応アクションプラン（改訂版）を作成（H29.3）し、教職員研修で活用

● 人間関係力向上プログラム(場面対応ゲーム)を作成（H30.4）し、各学校の授業等で活用

毎月10日を「まつやま・いじめ０の日」と定め、各小中学校で子どもたちが考えた活動を

実施

各学校で、「まつやま・いじめ０の日」に、児童生徒が主体的に考えたいじめをなくす取

り組みを実施し、「いじめ０ミーティング」で代表校による発表

子どもから広がるいじめ０ミーティング

1 「子育て・教育」で幸せ実感 5

教育センターを設置して授業内容や教員のレベルアップ

を図ります。子どもたちと一緒になった「いじめ」をなくそう

とする取り組みや、官民一体の青少年健全育成を推進し

ます。

取

組

いじめ対策の推進

担

当

学校教育課

実

績

「松山市いじめ防止基本方針」の運用を開始し、「松山市いじめ問題サポート会議」や

「松山市いじめ問題対策連絡協議会」を設置(H27.4)

携帯電話、スマホ等の利用についての行動宣言を作成し、ポスター、チラシ、クリアファ

イルで児童生徒、保護者、地域に周知

7



土曜塾

人

％

キッズジョブ

団体

人

●

●

●

　　　 H28～H30.11末

見守り活動回数（累計） 回

見守り活動人数（累計） 人

声掛け人数（累計） 人

● 松山市子ども健全育成事業「土曜塾」の実施

・ 青少年センターで毎週土曜日に開催し、学習支援や生活指導等を実施（Ｈ24年度～）

・

・ 3箇所目の開催場所に、愛媛県男女共同参画センターを追加（Ｈ30年度～）

● キッズジョブの開催

・ 「カルスポキッズジョブ」を拡充し、「キッズジョブまつやま」を開催（Ｈ27年度～）

※

● その他

・

取

組

児童扶養手当全部支給世帯を参加対象に拡充し、　開催場所に朝生田ふれあいセン

ターを追加（Ｈ29年度～）

1 「子育て・教育」で幸せ実感 5

教育センターを設置して授業内容や教員のレベルアップ

を図ります。子どもたちと一緒になった「いじめ」をなくそう

とする取り組みや、官民一体の青少年健全育成を推進し

ます。

1,465 1,573 1,736

100 100

H27年度 H28年度 H29年度

H30.11末

125

教育支援センター事務所、

生活福祉総務課、

子育て支援課

参加企業数

参加児童数 1,211

高校進学率 100

参加者数

43

79

Ｈ26年度

Ｈ26年度

-

1,026

4,106

7,603

青少年の健全育成の推進

担

当

実

績

青少年センターでコミュニティ創出事業（イートーク・キャンプ、イー・カフェ、まつやま自由

科大学）を実施（Ｈ26年度～）

MACネットCSC（松山市青少年育成市民会議の情報配信システム）に、GPSによる位置情

報を活用したアプリ機能を追加（H28.3）

100

H27年度 H28年度 H29年度

52 56 58

68 76 93

フードバンクや農家等から食材提供の申し出があった場合に、子ども食堂等の運営団

体へ呼びかけるなど、提供者と子ども食堂等との仲介を実施（H28年度～）

松山市青少年育成支援委員による非行防止や見守り活動で、子どもたちの動きが活発に

なる7月～8月を特別強化期間とし、積極的な巡回活動を実施（H28年度～）

職業体験を通じて、働く楽しさや厳しさを学び、地元企業への関心と理解を深めるた

め、民間企業・団体、行政、ボランティアなどが協力
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